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新幹線の多目的室の写真集 

 

作成 ２０２５年１１月２３日 

写真撮影と解説文：半沢一宣 

 

 

多目的室とは、簡易ベッドに転換できる構造の座席を備えた個室のことです。 

国鉄時代は急病人・病弱者の休憩や授乳などでの利用を想定した設備という位置づけで

したが、ＪＲは、２００７年に就役したＮ７００系以降の車両では、電動車いすでの乗車

スペースとしての機能を重視するようになってきました。 

既存の車いす対応座席は折り畳みできる手動の車いすでの利用を想定した設計のため、

折り畳みができない電動車いすの普及が進むにつれて、その置き場所に困るようになって

きたからです。 

その後ＪＲは２０２１年から、東海道～山陽新幹線のＮ７００Ｓや、上越・北陸新幹線

のＥ７系などで、電動車いすのまま乗車できる車いすスペースを設置した車両を導入し始

めました。 

しかしＪＲは車いすスペースを設置した車両であっても、多目的室は車いすの人が優先

とする取扱方を変えないままでいます。 

このため、車いすスペースがある列車でも車いすの人が多目的室に乗車してしまうこと

によって、急病人・病弱者・臨月近い妊婦・乳児を連れた母親などが、多目的室を利用し

たくてもできない可能性があるという問題が、発生するようになってしまいました。 

この問題を考える上での参考資料とするため、筆者がこれまでに撮影してきた多目的室

の写真を集めた文書を作成しました。 

なお過去の車両については、多目的室の内部の構造がわかる写真が残っている物のみを

収録しています。 
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１．東海道～山陽新幹線１００系（ＪＲ東海とＪＲ西日本が保有） 

国鉄時代の１９８５年にグリーン車と食堂車を２階建として製造された車両 

２０１２年に引退済み 

（すべて２０１１年１月３日に車掌の許可を得て撮影） 

 

 

 

１００系の外観  

  

  
１００系の多目的室の外観 １００系の多目的室の内部 
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１００系の多目的室の通常の状態 １００系の多目的室の簡易ベッドを 

構成した状態 

  

 
 

１００系の多目的室の折りたたみイスの 

使い方 

１００系の多目的室の案内掲示 

授乳での利用を想定していたことが 

わかる文面 
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２．山陽新幹線５００系（ＪＲ西日本が保有） 

１９９７年に当時世界最速の時速３００キロ運転を実用化した車両 

２０２７年に引退予定 

 

  
５００系の外観 

 

  
５００系の多目的室の外観 

（２０２５年１０月８日に撮影） 

５００系の多目的室の内部 

座面下のペダルを踏むと 

座面と背ずりを手前に引き出すことができ 

右端に見えている折りたたみイスと 

組み合わせて簡易ベッドを構成できる 

（２００９年１１月２日に 

車掌の許可を得て撮影） 
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５００系の多目的室の案内掲示 

下は点字での案内板 

（２０１５年２月２２日に撮影） 

５００系の多目的室の案内掲示 

文面はＮ７００Ｓとまったく同じ 

（２０２５年１０月８日に撮影） 

  

 
上の２０１５年版の案内掲示の拡大写真 

 

 

５００系の多目的室の折りたたみイスの 

使い方 

（２０２５年１０月８日に撮影） 
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３．山陽～九州新幹線Ｎ７００系（ＪＲ西日本とＪＲ九州が保有） 

２０１１年の九州新幹線全線開業に合わせて製造された車両 

 

  
Ｎ７００系８両編成の外観 

 

  
Ｎ７００系８両編成の多目的室の外観 

（２０２０年８月５日に撮影） 

Ｎ７００系８両編成の多目的室の内部 

ハンドル形電動車いすに対応するため 

面積が従来の車両よりも広くなっている 

（２０１１年８月５日に新大阪駅で 

折り返し清掃作業中にホームから撮影） 
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Ｎ７００系８両編成の多目的室の案内掲示の拡大写真 

「お体の不自由な人（≒車いすの人）優先です」と明記 

（２０１９年８月４日に撮影） 

 

 
Ｎ７００系８両編成の多目的室の座席をベッドに転換する方法の説明図 

枕を上に抜いてから座面と背ずりを手前に引き出す 

（２０２０年８月５日に多目的室へ乗車した車いすの人の許可を得て撮影） 
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４．東海道～山陽新幹線Ｎ７００Ｓ（ＪＲ東海とＪＲ西日本が保有） 

２０２０年にデビューし現在も増備を続けている最新型の車両 

 

  
Ｎ７００Ｓの外観 

 

  
Ｎ７００Ｓの多目的室の外観 

内部は山陽～九州新幹線用の 

Ｎ７００系と同じ 

（２０２１年６月１日に撮影） 

Ｎ７００Ｓの多目的室の案内掲示 

白十字マークが 

病人用の設備でもあることの証 

（２０２１年６月１日に撮影） 
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Ｎ７００Ｓの多目的室の案内掲示の拡大写真 

下の写真のような車いすスペースを設置した車両でも 

多目的室はお身体の不自由な方（≒車いすの人）が優先と明記している 

 

  
Ｎ７００Ｓの車いすスペース 

床に車いす６台分の区画を明示 

（２０２１年６月１日に撮影） 

Ｎ７００Ｓの７号車の喫煙ルーム跡を 

改装したビジネスブース 

ＪＲはビジネスマンの会議や商談での 

利便性向上をアピールしているが 

病弱者や子育て世代の利便性後退について 

一体どう考えているのか 

（２０２５年１０月８日に撮影） 
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Ｎ７００Ｓの15号車の業務用室（右） 

３号車にも同様の業務用室がある 

ＪＲ東海が2018年７月25日付で発表した 

ニュースリリースの図面と照合すると 

ここは防犯用具の物置であることがわかる 

左は調査当時まだ存在していた喫煙ルーム 

この向かいに授乳室を設置したこと自体が 

ＪＲには乳児への受動喫煙防止への配慮が 

欠落していたことをも物語っている 

（２０２１年８月５日に撮影） 

左の写真で示した業務用室の掲示 

下のステッカーには 

「授乳でのご利用を希望される方は 

乗務員にお知らせください。」 

と記載されている 

（２０２１年８月５日に撮影） 
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５．山形新幹線Ｅ３系「つばさ」（ＪＲ東日本が保有） 

１９９９年にデビューした山形新幹線の２代目の車両 

２０２５年内に引退予定 

（すべて２０２０年２月２３日に撮影） 

 

  
Ｅ３系の外観 

  

 

 

Ｅ３系の多目的室の外観 Ｅ３系の多目的室の案内掲示 
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Ｅ３系の多目的室の案内掲示の拡大写真 

車いすの人が優先である旨の記載は無い 

この文面は東北新幹線Ｅ２系と共通 
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６．東北～北海道新幹線Ｅ５系「はやぶさ」「やまびこ」「なすの」（ＪＲ東日本が保有） 

２０１１年にデビューした東北新幹線の主力車両 

ＪＲ北海道が保有するＨ５系も同じ仕様 

（すべて２０２５年１１月３日に撮影） 

 

  
Ｅ５系の外観 

  

 

 

Ｅ５系の多目的室（左）の外観 Ｅ５系の多目的室の案内掲示 

文面は秋田新幹線Ｅ６系および 

上越・北陸新幹線Ｅ７系などと共通 

（拡大写真はＥ６系の項を参照） 
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７．秋田新幹線Ｅ６系「こまち」（ＪＲ東日本が保有） 

２０１３年にデビューした秋田新幹線の２代目の車両 

 

  
Ｅ６系の外観 

  

 

 

Ｅ６系の多目的室の外観 

（２０２５年１１月２日に撮影） 

Ｅ６系の多目的室の案内掲示 

（２０２５年１１月２日に撮影） 
  

 
Ｅ６系の多目的室の案内掲示の拡大写真 

ハンドル形電動車いすの人が優先である旨の記載が見える 

この文面は東北新幹線用Ｅ５系および上越・北陸新幹線用Ｅ７系などと共通 

（２０２５年１１月２日に撮影） 



２０２５年１１月２３日：新幹線の多目的室の写真集 

15 

  
Ｅ６系の多目的室が車内販売準備室に流用されていた状況 

（２０１３年６月１５日に撮影） 
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８．上越・北陸新幹線Ｅ７系「とき」「かがやき」など（ＪＲ東日本が保有） 

北陸新幹線金沢開業に向けて２０１４年にデビューした車両 

上越新幹線と北陸新幹線では全列車をこの車両で運転 

ＪＲ西日本が保有するＷ７系も同じ仕様 

 

  
Ｅ７系の外観 

  

 

 
Ｅ７系の多目的室（左）の外観 

（２０２５年１１月３日に撮影） 

Ｅ７系の多目的室の案内掲示 

文面は東北新幹線Ｅ５系および 

秋田新幹線Ｅ６系などと共通 

（拡大写真はＥ６系の項を参照） 

下は点字での案内板 

（２０２５年１１月３日に撮影） 
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９．山形新幹線Ｅ８系「つばさ」（ＪＲ東日本が保有） 

２０２４年にデビューした山形新幹線の３代目の車両 

（すべて２０２４年７月１１日に撮影） 

 

  
Ｅ８系の外観 Ｅ８系の車いすスペース 

床に車いす３台分の区画を明示 

Ｅ８系では全列車に車いすスペースを設置 

東北新幹線のＥ５系や 

上越・北陸新幹線のＥ７系でも 

同様の車いすスペースを設置した車両が 

一部に存在している 
  

 

 

Ｅ８系の多目的室の外観 Ｅ８系の多目的室の案内掲示 

文面は東北新幹線のＥ５系や 

上越・北陸新幹線のＥ７系などと共通 
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Ｅ８系の多目的室の案内掲示文の拡大写真 

ハンドル形電動車いすのまま乗車できる車いすスペースを別に用意しているのに 

ＪＲ東日本はハンドル形電動車いすを利用する人から多目的室の予約を受け付けており 

その場合は授乳や急病人の休憩での利用を断るという運用をしていることがわかる 

  

 

 

Ｅ８系の業務用室 

間口の広さや奥行から 

備品の倉庫だと思われる 

Ｅ８系の業務用室の案内掲示 

下のステッカーには 

「授乳でのご利用を希望される方は 

乗務員にお知らせください。」 

と書かれている 
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10．【番外】ＪＲ東日本新潟支社４８５系「きらきらうえつ」 

在来線特急電車を改造した「のってたのしい列車」の一員 

２００１年から２０１９年まで運行 

（２００７年９月３０日に車掌の許可を得て撮影） 

 

 

 

「きらきらうえつ」の外観  
  

 

 

「きらきらうえつ」の車いす対応トイレと 

多目的室（右）との位置関係 

左のトイレ内には 

ベビーベッド（おむつ交換台）は無い 

「きらきらうえつ」の多目的室の内部 

備品倉庫兼用ではなく純粋な乗客用設備 

授乳のほかおむつ替えでの利用も想定し 

テーブルと消臭剤を設置していた 

但し急病人の休憩に対応する簡易ベッドは 

スペースの制約のため設置していなかった 

 

以上 


